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主義体制は持続するのか。東アジア、太平洋西岸地域を理解するうえで、複数ある重要な問いのひとつである。もちろん政治学における極めて興味深い問いである。そしてこの問いは、前述の国際政治学を理解するうえで 根源ともいえる。中国が擡頭することが きたの 中国共産党による一党体制が安定的に ことができたからにほかならないからであ 。　
これらの問題に答えるために、私たちはさら
に二つの問いに答える必要がある。ひ つは体制の統治者は自らにチャレンジする（可能性のある）勢力をどのよう 取り込んで のか、という問いである。これを制度に注目して議論するのだとすれば、権威主義体制の民主制度が分析の対象になる。いまひとつ は、体制の統治者は自らにチャレンジする（可能性のある）勢力にたいして自らの意思をどのよう 強制しているのか、 という問いである。 これを制度に注目して議論すれば政軍が研究の対象になる。いずれも多くの研究するべき論点が残されている。　
なぜ権威主義体制は持続するのか。本号の
「独裁体制における議会と正当性」特集は、国際政治学と政治学が共有 る問いに答える重要な問題提起である。
